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＜連絡事項＞

・11/3（水）エアロビの先生がお休みの為、ソフトバレー・バドミントン・卓球などの運動を実施します。祝日ですが通常通り行います。
＜患者様連絡事項＞
・出河　攻様～療養環境変更目的のため、東病棟へ転出となっています。

・成田　早希様～GH世話人（佐々木氏）、計画相談員（橋本氏）、担当（苅田Ns）同行し荷物を確認のため、アパートへ外出しています。GHへの持ち込みは、ベッド、本棚（2個）と衣類（冬物）とし搬送は引っ越し業者へ依頼する。
他、持ち込めない荷物は、引き続きアパートへ置いてもらい、妹様が4月に実家へ引っ越すまでに必要な物と不要な物を分別し、必要な物は妹様が自宅へ持っていき保管してくれることとなる。
帰院後、退院支援会議行っています。
参加者：本人、家族：（父、妹）、GH世話人：（白石氏、佐々木氏）、計画相談：橋本氏。

①11月中旬入居（退院）予定

　→引っ越し等の段取りが整ったら入居日確定する。
②携帯電話について

　→本人より、入院前ネットで買い物し、支払いが滞っていた経緯を振り返り内省している発言が聞かれ、預かりとしている携帯を入居前に再開の手続きをする事を妹様も了承。母様が立替えた13万円は妹様への支払いが終ったら分割で返済していく(あっぷるハート介入）。

③荷物搬入後、家電等生活必要品の買い物。（妹様と行く）

④退院後の金銭管理

　→GH世話人、青明舎：金銭管理ノート確認
　→あっぷるハート：通帳管理、生活費や支払いの管理・援助

⑤退院後の活動

　→通所リハビリ（青陽館：月～金）利用。

　→就労支援B型（退院してから探していく）：計画相談:橋本氏

※本日、GHのスタッフから保護者へ施設の説明を行い契約書を作成している。
・澤田　裕也様～本人、父様、計画相談「移山寮」　関野氏、訪看「五福」Ｎｓ角濱、「青陽館」齋藤SGM、Ｎｓ大久保、ＳＷ小屋敷にて実施。今後についての流れについて説明。金銭管理能力は欠如しており、あっぷるハートの使用と利用開始までは父様がフォローする流れではあるが、借金の総額や、借金を作った経緯について、本人と父様でしか理解できない登場人物や経緯もあり、病院としては、以前から説明しているように関与は出来ないが、方向性やサービスについてアドバイスしている。退院後は、借金を作る事となった家族とは、接触しないよう各スタッフより本人へ説明している。
・伊藤　雄一様～ＧＨへの退院について、
１．障害サービス受給者証は、11月1日で発行。（計画相談であずかる）

２．退院日は、11月4日～8日で調整

３．転医先は、十和田市立中央病院　メンタルヘルス科　
11月29日（月）9：00（8：30までの来院）

情報提供書主治医へ依頼（病棟で）

４．自立支援は十和田市立中央病院で大槌町に申請予定（連携室：吉田）

訪問看護は利用予定のどんぐり村が認可とれたら申請する（GHの方で）

５．退院日には、ＧHで迎えに来てくれる。

※病棟で退院日の確定後、西山Ｎｓへ連絡。

＜要注目患者様＞
・若沢　理子様～幻聴の訴えはあるが、頓服の使用はせず。プログラムは不参加しホールで絵を描いて過ごしている。身体不調の訴えはない。
・大久保　すい様～ベッド周辺を柵につかまりながら歩いており声かけしている。不機嫌さや病棟への不満の訴えなく、対応は穏やか。昼食は「毒が入っている」と1/3のみ摂取している。
＜金Dr診察情報＞
・坂本　福子様～調子について聞かれると、事前に書いていたメモを読み上げている。「みなさんに笑顔で挨拶を始めたら、男性の方に相談事をされました」と話す。また昼夜逆転傾向も改善してきていると。軽躁状態続いているため、行動などに注意深く観察するようにと指示あり。臨時薬内容変更なし。

・井上　和美様～入室するなり「便がでました」と報告している。時折断食している事については「腸が溶けているから」と、また「肛門が麻痺している」と話す。心気的な訴えあるが、口調穏やか。臨時薬内容変更なく7日分処方となっている。
・小笠原　文人様～調子については「まあまあ」というが、1週間くらい前にベッドから落ち、右手が思うように動かないと訴える。現在粥・キザミ食であるが、パンとカレーライスの日は刻まないでほしいとの事。栄養スタッフへ確認し、パンは刻まず提供、カレーライスは難しいと返事がある。
・吉田　和真様～最近の進捗状況については、施設スタッフが訪問調査に来たと話している。十和田のグループホームに退院後は、十和田中央病院に通院予定となる事、退院後規則正しい生活を送るようにと本人へ伝えている。臨時薬内容変更なく７日分処方となる。
・角濱　義弘様～最近の様子として、「午前中１時間ほど起きて、午後は作業に行くよう
にしています」「ちょっとは動けるようになった」と話す。臨時薬内容変更なく、７日分処方となる。
＜小栁Dr診察情報＞
・江刺家　恵子様～自分が指示した時間に浣腸をしてもらえなかったことへの不満や、麺類が食べたいと話し不機嫌。排便－10日目であり、グリセリン浣腸液1本処方となる。10/29(金)からの臨時薬同内容で5日分処方、次回より定期となる。
・会津　慮子様～担当医からの質問には「変わりないです」「夜も眠れています」と答えている。施設が決まらないため、決まるまで入院継続となることを本人へ説明している。
・大久保　すい様～病棟移動した事について聞かれると「いいよ」と機嫌よく返事している。午前中に便が2回出たと担当医へ話している。ピコスルファートナトリウム内用液2本処方。
※定期薬変更なし
